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要 旨

鹿児 島県に分布するソフ トコーラルに観察 され る貝類について調査 を行 った。

その結果、主に ウミウサギカイ科の貝類が多 く見 られた。貝類 は主にソフ トコー

ラルを餌、産卵場所、避難場所 として利用 していると考 えられる。
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                             Abstract 

Research was conducted to study ecology of mollusks inhabited in soft coral 

community in Kagoshima prefecture. Mollusks in Ovulidae were mainly observed. 

They feed, produced eggs on, and escaped beneath soft coral. 
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緒言

近年地球温暖化が注 目され、各方面への影響が懸念 されている。サ ンゴの仲間

は褐虫藻を体内に生息 させ共生関係 を維持 しているが、水温が上昇す ると褐 虫藻

が体外へ逃 げて しまいサンゴの 白化現象が起 こることが報告 されている。従って

地球温暖化 に伴 う水温の上昇が継続すれば、サンゴ類 の白化現象へのより一層の

影響が懸念 され る。
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サ ンゴ礁 は生物 多様性 が 高い生 態 系の一 つ で ある。サ ン ゴが作 る粘 液 が他 の生

物 の餌 にな った り、さん ご礁 が作 る空 間 の複雑 さが生物 の避 難場 所 にな った り し

て、多 くの生物 に とって 最適 な空 間 にな ってい る。また 、この空 間 に集 ま る生 物

を餌 にす る生物 も多 く集 まって くる。 しか し、水温 上昇 に伴 うサ ン ゴの 白化 が一

層 進 めば多 くの生 物 に とって の餌 や避 難 場所 な どが な くな った り生 息 空 間が な

くな るた め、水 温 上昇 に伴 う白化 現象 は生 物 多様性 を低 下 させ る こ とが指 摘 され

てい る。

白化 現 象 や 生物 多様 性 に関す る研 究 はサ ンゴ礁 を形 成 す るサ ン ゴ類 に集 中 し

てお り、同 じよ うに褐 虫藻 を持 つ ソフ トコー ラル類 に関す る研 究 は あま りな され

てい ない。そ こで本 研 究で は ソフ トコー ラル に注 目 し、そ こ に生 息す る貝類 相 を

明 らか に しソ フ トコー ラル類 と貝類 の相 互 関係 を解 明す るこ とを 目的 に して い

る。

方法

調査 は2005年7月11日 か ら17日 ま で鹿 児 島県奄 美 大 島の12ヵ 所 におい て、

2005年7月20日 に与論 島の3ヵ 所 にお いて 、2005年7A23日 に南 さつ ま市 坊

津 の1ヵ 所 におい て行 っ た(表1)。 調査 地 は ソフ トコー ラル が多 く分布 す る と

考 え られ る地域 を主 として行 ったが奄 美大 島 の宮古 崎 、ヒエ ンダ、そ して徳 浜 は

主 にサ ン ゴ礁 が分布 す る地域 で あ るが対象 地域 として調 査 を行 った。各調 査地 に

観 察 され る ソ フ トコー ラル 上 に生 息す る貝類 を探 す た めス キ ューバ ダイ ビン グ

とスキ ンダイ ビング におい て調査 を行 った。ソフ トコー ラル を利 用す る貝類 は ソ

フ トコー ラル 上 に分 布 して い る貝 類 と した。確認 され た貝類 は種名 を記録 、行 動

の記録 した後 、利 用 して い る ソフ トコー ラル の 写真 を撮影 した。また、海 水温 度

の測 定 も行 った。
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表1.調 査 地 とそ の ときの環境 条件

調査地 調査日 環境 水深 調査時間(分)調査時水温(℃) 調査方法

宇宿漁港沖 7月1旧 S,H,Sa 12.8 39 28 D

宮古崎 7月12日 H 3 15 29 Su

ヒエンダ 7月12日 H 3 15 29 Su

徳浜 7月12日 H 3 15 29 Su

安脚場 7月13日 S,H 7.3 62 27 D

清水 7月13日 S,H 2.4 30 29 Su

黒崎 7月13日 S,H 3.6 75 28 D

用集落沖 7月14日 S,H,Sa 20.4 37 28 D

須野 7月14日 S,H,Sa 11.5 47 28 D

クジラ浜沖 7月16日 H,Sa 9.1 58 28 D

倉崎沖 7月16日 S,H 8.8 56 28 D

大浜沖 7月17日 S,H,Sa 7 48 28 D

与論1 7月20日 S,H 10.3 48 28 D

与論2 7月20日 S,H 11.5 47 28 D

与論3 7月20日 S,H,Sa 8.2 51 28 D

坊津 7月23日 S,H,Sa 4.2 75 25 D

S:ソ フ トコーラル、H:サ ンゴ礁、Sa:砂 地、

D:ス キューバダイ ビング、Su:ス キンダイ ビング

結果 と考 察

ソ フト コー ラル 群棄 を利用す る貝 類

調査 は主 に ソフ トコー ラル 群集 の分布 す る場 所(図1)と したが対 象域 と して

サ ン ゴ礁 と砂 地が 主な 地域 にお いて も行 った。ソフ トコー ラル が主 に分布 す る場

所 にはサ ンゴ礁 同様 に魚類 が多 く観 察 され た。 調査 時 の水深 は2.4mか ら20.4

mで あ った。調 査 は夏場 に行 ったの で水温 は25-29度 を示 した。

図1.奄 美大島で観察 された ソフ トコーラル群集
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調査 期 間 中で ソフ トコー ラル上 に3種 類 の貝 類 が観 察 され た。坊津 におい て ウ

ミウサ ギガイ とマ メ ウサ ギガイ 、奄美 大 島 におい てセ ムシ ウ ミウサ ギガイ 、与論

島 におい て ウ ミウサ ギガイ で あ る(図2)。 一方 、調 査期 間外 で は奄美 大 島 にお

いて マ メ ウサ ギガイ とウ ミウサ ギガイ 、そ して坊津 でセ ム シ ウ ミウサ ガ ガイ の観

察 が確 認 され て い る(河 合 ・興 、未 発表)。 従 って 、 この地域 におい て ソフ トコ

ー ラル を利 用 してい る貝類 は ウ ミウサ ギガ イ科 の 貝類 が 主 で あ るこ とが考 え ら

れ る。ま た、与論 島 におい て調査 は進 ん でい ない が これ ら貝類 の緯 度 に伴 う分布

の違 い はない と考 え られ る。

図2.観 察 されたマメ ウサギガイ(左)と ウミウサギガイ(右)

貝の生態

奄美大島で観察 されたセ ムシウミウサギガイの1個 体は産卵 中であった。卵

数 は13個 観察 され、数セ ンチ離れた場所に産卵後 と考えられ る痕が2ヵ 所観察

された。また数セ ンチ離れた異なるソフ トコーラル上にも う一匹のセムシウミウ

サギガイが観察 された。このことか らセムシウミウサギガイ は複数 回の産卵を短

期 間に行 う可能性が考え られ る。この調査時には観察 されなかったが坊津 におい

て ウミウサ ギガイ はソフ トコーラル上に頻繁 に産卵を していることが観察 され

てお り(図3)、 これ らの仲間は産卵基質 としてソフ トコー ラル を利用 している

ことが考え られ る。
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図3.ソ フ トコー ラル 上 に産 卵す る ウ ミウサ ギガ イ と卵

坊津 に分 布す る ウ ミウサ ギガイ は ユ ビ ノウ トサ カ を摂 餌 して いた が、奄 美 と与

論 島に はユ ビ ノウ トサ カ は観 察す る ことはで きず 、与論 島 で はカ タ トサ カの仲 間

とウネ タケ の仲 間 を摂餌 してい た。この こ とか らソフ トコー ラル の緯 度 に伴 う分

布 の違 い 、あ るい は ウ ミウサ ギガイ の餌 の選考 性 の地域 変異 の可 能性 が考 え られ

る。また 、ウ ミ ウサ ギガイ は餌 となる ソフ トコー ラル 下 に摂 餌 を しない で観 察 さ

れ る こ ともあ り、ソフ トコー ラル を避 難場 所 と して利 用 してい る こ とも考 え られ

る。

与論 島で はカ ク レエ ビの仲 間 が ウ ミウサ ギガイ上 で観 察 され た。また 、坊津 に

おい て も調 査期 間外 にカ ク レエ ビの仲 間 を ウ ミウサ ギ ガイ上 にお い て観 察 した。

この こ とか らカ ク レエ ビ とウ ミウサ ギガイ 、そ して ソフ トコー ラル との複雑 な相

互 関係 が考 え られ る。

今 回 の調査 では ソフ トコー ラル に生 息す る貝類 と して ウ ミウサ ギガ イ科 の

貝類 が観 察 され 、産卵 基質 、餌 、避 難場 所 と して利 用 してい る こ とが しめ され た。

また 、ソフ トコー ラル群集 に は魚 類 も多 く観察 され 、また カ ク レエ ビの よ うな生

物 も分布 して お りソ フ トコー ラル群 集 内 には複 雑 な相 互 関係 が あ る こ とが考 え

られ る。しか し、今 回の調査 は限 られ た期 間 と場所 で しか行 うこ とがで きな かっ

た。従 って、季 節 変化 の観 察 や よ り多 くの調査 地 を増や す な どよ り一 層 の調 査 に

よ りこれ らの関係 を解 明す る必要 が あ る。
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